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事 務連絡

平成  27年 4)守20日

動物医薬品検後所

消費・安路潜水産安全管潔線薬事審変管理班長

動物用医薬品等取締規郎の一部を改正する省令の制定について

このことについて、iJlJ添‘しのとおり名総滋府県宛て通知したので、御了知くだ

さい。
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北海道官接護憲主務諜 答jlq:r
， 

議義林水康常設泌護費・安全局

滋yぶ滋資金管塚線薬事審査管理班長

動物郊医薬品等取締規則のー富誌を改正するま封令の縦波について

!笈読経品、[災事翼機器等の品質、有効性及び安全伎の確保毒事に関する法律(昭和35年
法線綴145母。以下� f法Jという。)第83条第� 1項の規定により読み替えて適用さ

れる法務付条第� 2項及び法第49条第� 1項の規定に慕づぜ昔、動物用医薬品等取締規則

の一部俊改lEずる省令(平成27年農林水産省令第45符)がZIJ添のとおり公布され、

同日から施行されました。� 

4字削の改庄内容は下記のとおりですので、草案事駁機&.ぴ指導事の参考としてくださ

い。

言ヨ� 

1 e女工庄の内容
イメビトインを有効成分とする製剤の後進鮫き軽減認の総が家認されることに伴

って、以下の改1とを行った。

(1)議j議ミの指定


イメピトイシ及びその製剤を劇薬に指定。


(れ薬指示医薬品の追加 


イメピトインを有効成分とする製剤を接指示区医薬品に指定。
 

2 	施行期日

平成27年� 4月20釘� 

3 参考

今般jf(認される動物用医薬品の概要は以下のとおりです0

.イメピトインそ有効成分とする製剤

販売::s:ペクシオン錠50砲、同錠100略放び湾総総合総(ベ…リンガーイン

ゲルハイムベトメディカジャパン株式会役)

効能又は効果:犬;特発注てんかんにおけるさを絞犯発作の発作頻度の軽滋

〈ただし、発作重緩及び群発発作を除く。〉
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